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はじめに  
筆者は前々稿で明治期を（1）、前稿では大正期の選書論を抽出して検討を加えてきた（2）。そ  
して本稿では昭和初期に刊行された主要な図書館学書から選書論を抽出して検討する。なお、  
昭和初期とは本稿では1955年までとしたい。1955年までは戦前に図書館界、図書館学会で  
活発に実践活動や研究を行っていた図書館人や研究者が、戦後になりまとまった単行著作を  
刊行しており、内容的には戦前の雰囲気を色濃く残しているからである。   
また、本稿では一般図書と児童図書の選書論を分けて検討をする。特に後者は公共図書館  
だけではなく学校図書館の選書にも着目したい。  
1．昭和初期の図書館界についでa）  
大正期に地方の公共図書館は数を増し、昭和に入るとさらに図書館の数は飛躍的に増え続  
けた。そのピークは1935年前後に迎えた。しかし昭和初期は1931年の満洲事変、1937年の  
日中戦争、1941年の太平洋戦争と相次ぐ戦争により徐々に思想が制限されていく時代でも  
あった。また、この時代は大正期に流入した共産主義思想（左翼）と国家社会主義に代表さ  
れる「右翼」思想とが席巻し、さらに1929年には世界恐慌が発生し思想的、社会的にも混  
乱していた時代であった。   
政府は左右両思想の過激な論調を排除するため、図書館にも「思想善導」を求めてきた、  
とされている。また図書館人の中にも積極的に「思想善導」の一翼を図書館は担うべきであ  
ると主張する意見の者も表れた（4）。1933年には図書館令が改正され、道府県において中央  
図書館を指定し管轄下の図書館の指導をあたらせ、社会教育に関して付帯事業の実施を可能  
にした。この図書館令改正により、全国の図書館は所轄官庁である文部省の管理がより強く  
なされることになったのである。  
2．一般書の選書論  
2．1林靖－『図書の整理と利用法』（大阪屋号書店、1925）  
2．1．1内容紹介と著者について  
林靖一は大正・昭和初期に活躍した図書館司書である。満鉄京城図書館の創業に関与した  
人物である。以下小林昌樹の論考を参考にしながらその略歴をまとめてみる（5）。  
1894年12月26日 滋賀県大津市膳所に生まれる。  
1912年 滋賀県立中学校中退。朝鮮に渡る。  
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1913年 朝鮮総督府鉄道局に雇員として入局。久保要蔵局長付の側近として文書課図書室  
に配属。  
1917年 満鉄京城図書館開館。  
1919年 内地に渡る。和田万苦  
京市立日比谷図書館）  
1922年 満鉄京城図書館主事  
1925年 鉄道図書館と改称。  
久保により林にその業務が一任される。  
（東京帝国大学教授）の図書館学講座を受講、今沢慈海（東  
にも師事。山口県立図書館を見学。  
（館長）に就任。分館である満鉄児童図書館開館。  
1937年8月  
1937年11月  
1941年5月  
1943年3月  
1943年12月  
1946年3月  
朝鮮総督府鉄道局調査課第一係長に就任。図書館主事兼任（～1942年10月）。  
同副参事に昇進。  
日本図書館協会総裁賞を受賞。  
「鉄道図書館の創設並経営」で日本図書館協会総裁賞受賞。  
交通図書館と改称。  
敗戦により、内地へ引き揚げる。東京都立日比谷図書館に勤務。東京都中央  
図書館長中田邦造の斡旋による。この間、文部省図書館職員養成所講師、日  
本図書館協会参与、東京都学校図書館協議会顧問、日本交通協会図書館館長  
等を兼務。  
1951年4月 東京都立日比谷図書館奉仕課長に就任。次いで整理課長。  
1955年2月17日 心膜炎のため死去。享年60。   
林の存在は今日必ずしも図書館界において知られてはいない。本稿では林が1925年に著  
した『図書の整理と利用法』の中に見られる林の選書論を取り上げて検討を行う。同書の内  
容は次のようになっている。   
一 図書係から観た図書の種類   
二 図書の選択法  
一 図書選択の態度と標準  
＿、 一一  選択者の態度と選択範囲  
二、一二 良書の形式的条件  
一  二、三 良書の内容的条件  
二、二 選択の実際的方法  
二、二一 図書目録、図書関係雑誌に依る方法  
二、二二 図書学、書目、解題に依る方  
二、二三 新聞広告、新刊案内、切抜通信に依る法  
二、二四 親しく現品に接する法  
三 図書購入法  
四 図書保管法（受入及除籍）  
五 分類、目録、配列法  
六 図書閲覧法  
七 児童図書館   
七、二 児童図書の選択法  
七、二一 形式条件  
七、二二 内容的条件  
七、二三 実際的選択法と読み物調査会の必要  
七、二四 各種児童読み物目録と参考書目  
七、二五 満鉄教育会児童雑誌の研究  
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八 製本   
九 館則及分類表   
選書論は一章を割いて詳述されており、また児童図書館の章でも児童図書の選書論を展開  
している。   
さて、林が本書を著した動機はどのようなものであったのか。「本著作の梗概」で自身は  
次のように書いている（下線筆者）。  
主として学校、官庁、諸会社、其他図書館等の公務にたづさはる人の中で、直接図書の   
取扱を業務とする方々の為に、私が過去セケ年間満鉄京城図書館の創設時代よりその業   
務に当り、同時に満鉄京城鉄道局各方面に業務的参考資料として備付ける図書の用途並   
に保管事務より得たる経験とを根底とし、理論や原則は出来る丈之を抜き、専ら実務、   
実際方面の中でも、なるべく平凡な細い諸点に立脚し、「如何に図書を取扱ふべき乎」に   
ついて、一冊の書物がまづ吾人の手元に這入ってから、やがて各方面の閲覧に供せらるゝ   
迄に要する準備的整理事務、次いでこれを各種の閲覧方法の許に利用、運用せらるゝ閲   
覧事務法より、閲覧されたる図書の消毒法及閲覧に依って生じたる破損書に対する製本   
方法より、終ひには全然使用効力を無くした、不用書又は不備書に対する除籍事務法に   
到る対内的諸事務法に、社会、民衆への対外的読書宣伝法を加へたものである。即ち吾   
人の手元に這入ってから、之を手元より除き去る迄の、長い図書の一生涯を通じその世  
話の焼き方、お守の仕方を述ぶるに当り、その準備的事務に当るものに広義の「整理法」  
なる名称を用ゐ、各種閲覧事務を総称して「利用法」と称へ、題して「図書の整理と利  
用法」と号したに過ぎないものである。（p．ト2）   
下線を付した一文が端的に目的を表している箇所である。本書が図書館学の研究書ではな  
く、図書館員が日常業務の際に参考になる書物として著されていることがわかる。そのよう  
な書物に展開されている選書論とはどのようなものであろうか。次節では林の選書論を検討  
する。  
2．1．2 『図書の整理と利用法』の選書論  
まず林は冒頭で「図書を購入するに当り、先づ第一に良書の選択が必要であることは云ふ  
までもないが、限りある図書購入費を以って、限りなき出版物を購入するところに、勢ひ選  
択を厳にし、少数にして良きものを買はぎるを得ないことになる」（p．14）と述べており、  
図書館は限りある予算の中で「良書」を揃えなければならないとしている。この「良書」に  
関連して林は次のように書いている。  
公安、秩序を破り、良俗を察す類のものは、当然内務省でその刊行を許さないわけで   
はあるが、この間巧みに当局の目をくゞって吾人の面前に現はれるものがすくなくない。   
聞くところに依れば内務省等では之を行政的立場より検校するといひ、一方文部省は教   
育的立場より更にこの中より選り好みをするといふ各々立脚点を異にして取締方法や選   
択法を講ずるとすれば、両省間には多少の開きを生ずることは蓋し免れないことでもあ   
らふが、出来る丈この間の開きを少くし、内務省の取締法に一層教育的、社会教育的分   
子を加味し、文部省としては良書の調査研究機関に一層の努力を払ひ積極的に良書選択   
の目標を世に示すことは、消極的な取締法よりもより効果が多いだろふと思ふ。（p．15－  
－29－   
山形県立米沢女子短期大学紀要 第45号   
16）  
本書が刊行された1925年当時、1893年制定の出版法により検閲が行われていた。しかし  
内務省と文部省の検閲には検閲目的が若干異なるため敵齢を来していると林は批判を行って  
いる。続けて行政の検閲には省庁の「縦割り行政」の弊害があるため図書館員は「徒に他に  
依頼する迄もなく、その当然の職務上の義務として自ら之が選択を厳にして職責を果すこと  
に努むべきである」（p．16）と主張しており、行政での検閲で漏れたものでも図書館員がチ  
ェックを施して蔵書に悪書を入れないようにさせるべきであるとしている。林は検閲を肯定  
的に捉えていたことがわかる。   
林は「選択者の態度と範囲」として、選択者はどのような基準で図書を選択するべきであ  
るのかを示している。   
1．選択者は社会教育者の態度をとること。  
2．利用程度の少数に局限せられぬもの。  
3．備付図書で同一種類のものを出来る丈少くし、良きものを多く買ふこと。  
4．地方的関係書を集めること。  
5．比較的高価なもので、一寸個人で購へぬもの。   
現在でも十分通用する項目ばかりであるが、1については林の良書重視を窺える解説があ  
る。  
読書の指導者としての態度の下に、徒に一般の要求ばかりを容れること以外に、積極  
的に「読ましめねばならぬ書」を与ふることを忘れてはならぬ。現に図書館では、一面  
大いに閲覧者の希望をより多く容れんとすると同時に、不断的に寧ろ読ましめねばなら  
ぬ書を蒐集し、之を読ましむることを重大なる要目としてゐる。若し図書館が常に一般  
の希望を迎合するやうな書ばかりを蒐むれば、勢ひ其図書館の品位が下り、読ましめん  
が為の書ばかりを集める様では、やがて顧みられなくなる。此の間に処して双方の均衡  
を保って行くことは少からぬ苦心を伴ふものであるが、仮に図書館が、毎度閲覧者の要  
求のみを容れて受動的行動をなすとすれば、それは往時の貸本屋と少しも選ぶ所はない。  
貸本屋は営利を目的とした、故にお客の気に入り相なものは、善悪の見境もなく揃へて  
居たものだ。小説が淫猥であればある丈、多くの客の手を捗り歩き、貸本屋の収入は期  
せずして増加した。然し乍ら図書館は、営利を度外視した社会の教化機関である。（中略）  
現に我国の図書館界の多くは学生か、それとも有閑階級の為に終始し、これ以外の一  
般人士間には余りよく利用されて居さうにもない。学生の多数は、盛に小説類を読み耽  
ってゐる。これでは如何に図書館の閲覧統計が昇ったとて、昔日の貸本屋とあまり大し  
た差異は認められぬではないか。これに依っても単に彼等の要求の優に終始するが如き  
は、社会教育機関たる手前あまりに権威の無さ過ぎることではあるまいかとも存ずる。   
（p．19－20）  
下線部を付した箇所などは昨今の林望の公共図書館無料貸本屋論を彷彿とさせる林の意見  
である。図書館には利用者に対して「読ましめねばならぬ書」というものがあると林は認識  
しており、価値論の論者であったことは明白である。   
2の解説では、ごく少数の利用者のみが関心を示す図書ばかりを受け入れてはならないと  
し、3では複本はやむを得ぬ程度の数に抑えるべきであるとしている。   
次に林が考える「良書」の「内容的条件」をみてみたい。次の8項目である。  
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1・社会の安寧、秩序と良俗を素さぬもので利用価値の多いもの、つまり「ため」にな  
るもの。  
2．権威ある代表的のものにして永久的生命価値あるもの。  
3．各種の学術、技術又は業務上の参考及研究資料。  
4．日常生暗に必要なもの及常識養成に資する各般の通俗書。  
5．徳性の滴養に資するもの。  
6．面白い読み物として高尚なる趣味、興味と健全なる娯楽を与ふるもの。  
7．情操を浄化する善良なる文学、美術、音楽等の芸術書  
8．健康と体力増進に必要なもの。   
この中で特に1について林は次のように自ら解説を施している。  
公安を害し、秩序を乱すものは事実上世に刊行が許されない筈ではあるが、巧みに当局   
の取締の目を逃れて出現したものも少くない。かゝるものには、極端な悪思想を唱導し   
思慮の固らぬ青年を誤るもの、露骨に犯罪行為を摘発し、反って犯罪の動機を与ふるも  
（ママ）  の、露骨に生殖の暗黒面を描いて性慾を桃発したり、其他不倫な男女関係や変態性格者 （ 
ママ）  を扱って良俗を損ねたり、惨忍、悪徳を扱って人道に逆ふの類も少くない。（p．25－26）  
以上のようなものが悪書であるとしているが、そればかりではなく林は「「為めにならぬ」  
程度の毒にも薬にもならぬもので別にこれと云った特徴もなく、無論見識や主義を有しない  
イカものが事実今日の新刊書中には一番多い」（p．26）とし、明白に「不良書」ではなくて  
もこれらの図書も排除しなければならないとしている。つまり林は、「為になる」本を図書  
館は受け入れねばならないと強く主張しているのである。それは図書館は無目的に図書を貸  
し出しているわけではなく社会教育機関であるからという林の持論と直結しているものであ  
った。  
2．2 乙部泉三郎『図書館の実際的経営』（東洋図書、1939）  
2．2．1内容紹介と著者について  
乙部泉三郎の知名度は今日決して高いわけではない。乙部を扱った研究論文は管見の範囲  
では見いだすことができず、その業績が評価されているわけではないことが窺える。  
簡単に乙部の生涯を年表風に記す（6）。  
1897年5月10日 東京市大森区池上本町（現・東京都大田区）で出生。  
1922年 東京帝国大学教育学科選科修了。  
1922年 南満洲鉄道株式会社奉天図書館司書  
1923年 南満洲鉄道株式会社撫順図書館長  
1926年 日本青年館書記第三部図書館裸勤務  
1929年 県立長野図書館上席司書  
1931年 県立長野図書館長心得  
1932年 県立長野図書館長  
1949年 県立長野図書館長依願退職  
1977年6月26日 死去。享年80。   
乙部は図書館人として南満洲鉄道が経営した奉天図書館司書、撫順図書館長を務めた後、  
日本に帰乱県立長野図書館の創設に関与する。当時日本十進分類法は完成していなかった  
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が、乙部はデューイ十進分類法を基に半月で独自の十進分類法を完成させ資料の分類を行っ  
ている（7）。乙部は著書を50数冊著しているが、その内訳は図書館以外に、青年団関係、天皇  
の巡幸関係、弁論関係、独自に開発した泉式速記術関係、長野県郷土史関係である。またエ  
スペラント語の普及にも尽力し、満鉄撫順図書館長時代には、エスペラント語の講習会を実  
施、県立長野図書館長時代にもエスペラント語関係蔵書を当局の没収から守ったとわれてい  
る（8）。多方面に才能を発揮した才人であることがわかる。   
さて、それでは本稿で検討する『図書館の実際的経営』であるが、乙部は刊行当時、県立  
長野図書館長の職にあった。その刊行動機は「自序」に詳しい。まず乙部は「世人が図書館  
に対する観念はかなり皮相的なもので、図書館とは学者、研究家、学生其他読書趣味を有す  
る人士が集る所」（p．3）で「都会には必要であるかも知れ無いが、地方町村にはさまで必要  
なものでもあるまい」（p．3）と世間は図書館一般に対して関心が薄く、特に地方においては  
その傾向が強いと述べている。その原因として「従来図書館と云へば、都会の大図書館や専  
門図書館を意味し、地方町村の小図書館は名は図書館であっても、学校に併設されたものや、  
或は独立の建物はあっても館員も極く砂く経費も亦僅少で、図書館本来の面目を発揮する事  
が出来なかった様な状態に置かれてゐたと云ふ事が大きな原因」（p．3）と分析をしている。  
乙部はもう一つの原因として「教育と云へば専ら学校教育に主力が注がれ、社会教育の重要  
なる事が一般に認識されて来たのは極めて近年の事に属する」（p．3）からであるという。乙  
部はこのように現状での問題があるとした上で、今後の図書館はかくあるべきと次のように  
主張している。  
図書館は読書人の来館するを待って之に書物を提供すれば足りると云った過去の観念  
は今は通用しない。図書館が積極的に書物を貸出し、或は一般民衆の相談所となり、或  
いは研究所となり、或は又健全なる慰安図書の提供所となり、或は又館の設備が民衆の  
集会所となる等、図書館は決して単なる書物の倉庫ではなく、一廉の社会教育の機関に  
なってゐるのである。  
公共図書館は今新しく出発し直して、真の図書館の全機能を発揮せねばならぬ時代で  
ある。時局下に於ける図書館の使命は愈重大である。（p．3－4）  
最後の一文のみ1939年という日中戦争下に出版された「時代」を窺わせるが、それ以外  
は今日でも十分通用する内容である。図書館を書庫とさせずに、貸し出しサービス、レファ  
レンスサービス、地域のコミュニティセンターになるように図書館員は努力しなければなら  
ないと乙部は主張している（9）。そのような図書館を目指すための参考書として本書を執筆し  
たと乙部はいう。  
図書館の経営に就ての共通の悩み、共通の問題等のある事を見て、此の数年来それ等の  
問題について書き蓄へた草稿を整理して一巻としたものが本書である。故に本書に述ぶ  
る所のものは主として地方小図書館の実際の経営についてのものである（後略）（p．4）  
その内容とはどのようなものであろうか。以下目次を示す。  
第一章 図書館の意義  
第二章 図書館発展の要処  
第三章 図書館後援会と図書館協会  
第四章 図書館を設置せんとする人に  
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第玉章 図書館建築と備品  
第六章 開館日の設定  
第七章 町村図書館の蔵書とその利用客  
第八草 図書の選定  
第四九節 選書の困難  
第五○節 個人の選書  
第五一節 図書館の選書  
第五二節 選書の経験  
第五三節 選書の注意と参考書  
第五四節 読者の希望図書  
第五五節 基本図書は如何に取扱ふか  
第五六節 不読の図書の撤去  
第五七節 叢書・全集  
第五八節 重複書  
第五九節 図書費の配当  
第六○節 図書選定委員会  
第九章 図書の整理法  
第十章 図書原簿  
第十一章 蔵書印の諸注意  
第十二章 図書の分類  
第十三章 図書目録  
第十四章 図書の排列と図書整理に費す時間  
第十五章 簡易製本術  
第十六章 図書の閲覧法  
第十七章 児童室の経営   
第一ニセ節 児童図書の選択  
第十八章 学校図書館の経営   
第一三四節 図書の選択と読書指導  
第十九章 統計と館勢一覧表   
第二十章 図書館の附帯施設   
第二十一章 尋常小学国語読本「図書館」課   
第8章に一章を割いて選書論が書かれている。また第17章には児童図書の選書方法、第  
18章では学校図書館における選書法と読書指導についても言及されている。次節において  
具体的に乙部の選書論を検討していきたい。   
2．2．2 『図書館の実際的経営』の選書論  
乙部はまず、その選書論の冒頭に「図書の選定は図書館の最重要事務である」（p．119）  
と書き、続いて個人蔵書では各人の趣味嗜好により自由に選書がなされているが、図書館で  
はそのようなことは慎まなければならないとしている。乙部の選書の基本的な考え方は次の  
ようなものとなっている。  
図書館の図書は閲覧人の読むべき書物、或は閲覧人に読ますべき書物を選定すると云ふ  
一33－   
山形県立米沢女子短期大学紀要 第45号  
のが原則である。今日直ぐ読まるべきもの、明日読まるべきもの或は時々参考書として  
閲覧さるべきもの、これ等を如何に購入するかゞ図書館の選書の方針である事は個人の  
場合と同じである。（中略）生命長きものと云ふ方針だけで選ぶべきものではない。選  
書は実際であって理論だけではない。（p．120）   
下線部を付した箇所に注意をしたい。図書には用途により様々な種類のものが多く、中に  
は当座の役に立てば役割を果たす命の短い図書もある。そういった図書も図書館は収集しな  
ければならないと乙部は述べているのである。この点、図書館の現場を長く経験している図  
書館人でなければ書けない現実的な指摘であろう。   
さらに乙部は選書にあたって注意をしなければならない点を五つ挙げている。  
図書の選定は度々云ふ如く一般の読者の程度を規準とせねばならぬ。蔵書は館員の趣味  
噂好によって左右せらるべきものでない。即ち選書に当たっては、  
一、閲覧人の職業的知識を深め  
二、常識を養ひ  
三、その趣味を満足させ、慰安を与へ  
四、時局に関する覚悟と常識とを深からしめ  
五、青年にとっては修養の手引とせしめる  
等の点が大いに注目されねばならぬ。国民精神の振作の為の図書は云ふ迄も無い事であ  
る。（p．122－123）  
選書規準の四番目と最後の一文が1939年当時らしい時局的なものとなっている。それで  
は乙部は利用者の意見は選書にどう反映させれば良いと認識していたのであろうか。  
地方に於ては選書に際し読者から希望図書を申出させる事がよく行はれる。読者は自ら  
の趣向に合ふものを提出する。併しそれを集合して見ると専ら小説類が多くなったりし  
て、図書館では／ト説ばかりを購入しても居られ無いと云ふわけで、折角希望図書を集め  
てもそれ等の希望を満す事が不可能になる。こんな事を繰り返すと、遂には読者は希望  
はして居っても図書館に対して信用が無くなり、希望を申し出なくなる。これを避ける  
為には、希望図書を申出させる前に、購入図書に対する予算額を示し、又希望図書は単  
に希望図書として何でもよいと云ふのではなくて、実業、文学、歴史、地誌、科学等各  
種の項目を示し、その項目に就いて希望図書を申出させると云ふ風にすれば、文学等に  
片寄るのを防ぐ事が出来る。（p．123－124）  
戦前から地方の公共図書館では利用者から希望図書を募っていたことがわかる。希望図書  
の問題は戦前も現代も基本的に変わらないものであったことがこの記述からわかる。   
次に乙部は図書館資料の根幹となる基本図書について述べている。  
図書館としては館の体裁上から当然読み手が甚だ砂いと云ふ事は承知でも、高価な体裁  
のよい大部の書物を基本図書として購入したがるものである。これは図書館創設の時に  
よくあるものである。読者が一年に一度か、或は数年に一度任しか見ない様な書物は、  
町村図書館に於ては余程考慮してから購入しなければならぬ。蔵書は決して体裁では無  
込 ＿ 
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ず、段々と購入しても何等差支へ無い。（p．124）  
基本図書の問題は今日の図書館でも同様な問題が起こっていると思われ、乙部の意見も現  
代に通じる指摘である。乙部は学術書や豪華書などを中心として収集しても、市民に利用さ  
れなければ意味がないと指摘している。下線部を付した一文がそれを如実に物語っている。   
複本もまた選書をするにあたっては悩ましい問題である。乙部は次のように記している。  
図書費の少い図書館では重複書は極力避けねばならぬ。一時的に有名な書物であっても、  
暫くすると顧られないと云ふ事が随分ある。読者の中には新聞雑誌等に広告が盛に掲載  
されると、わけも無く図書館に来てこれを要求するけれども、広告が終れば最早顧ない  
と云ふ士も決して勘くない。要求が盛であるからと云って、無暗に同一図書を重複して  
購入する事は誠心を要する所である。（p．127）  
近年ベストセラーの大量複本購入が問題になっているが、似たような問題は戦前において  
も発生していたとこの記述からは推測される。下線を付した箇所などは現代の利用者にも当  
て飲まる行動パターンではないであろうか。乙部は複本について極力避けた方がよいとして  
いる。   
乙部の選書論は図書館人の趣味噂好で選書してはいけないが、利用者の希望図書を徒に購  
入してもいけないという極めて常識的なものであった。しかし利用が著しく低いと見込まれ  
る基本図書を排除することや、複本購入については否定的であった。その選書論は、要求論  
を重視しつつもその基本は価値論に立脚していたと思われる。特に図書としての生命が短い  
ようなものでも受け入れる必要があるとの認識は当時としては新しいものであった。  
2．3 毛利宮彦『図香館学綜説一図書の整理と運用の研究－』（同学社、1949）  
2．3．1内容紹介と著者について  
毛利官彦は大正・昭和戦前期に活躍した図書館学者である。図書館界でも知名度の高い人  
物ではないので、その生涯を概観してみたい（1D）。   
毛利は1887年8月25日に愛知県士族の子として生まれる。愛知県立第一中学校では後の  
初代国立国会図書館長となる金森徳次郎と同級生であった。   
母方の遠縁にあたる坪内邁進を頼って上京、早稲田大学に入学する。1912年に早稲田大  
学文学部英文科卒業。坪内の斡旋で同大学図書館に就職。1915年5月に校命によりアメリカ  
に留学。アメt」カでは朝河貴一の斡旋でニューヨーク公共図書館附属ライブラリースクール  
に入学。民法学専攻の早稲田大学講師中村常吉と同宿であった。1916年7月に毛利は帰国。  
帰国後も早稲田大学図書館に勤務したが、第11回全国図書館大会（於山形県山形市）で講  
演するなどめざましい活躍をする。しかし1917年、毛利と早稲田大学図書館との間に確執  
が発生し毛利の退職という形になってしまう。1919年に大阪毎日新聞社に入社。毛利は調  
査課の創設にあたった。調査課とは、各新聞の比較研究や写真の索引、職員録の整理、新聞  
の切抜保存および管理、図書室の整理等が業務であった。また『毎日年鑑』の編纂にも従事  
した。1926年退社。1928年から1931年まで図書館事業研究会を主宰し、『図書館学講座』  
全12巻を刊行する。1931年には田中敬と共に『内外参考図書の知識』を著し、1936年に『図  
書の整理と運用の研究』、1940年には『簡明十進分類表・並索引』を刊行している。1942年  
に陸軍士官学校文庫拡充のために教授嘱託としてこれに参画。1949年には1936年に刊行し  
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た『図書の整理と運用の研究』を改訂した『図書館学綜説一図書の整理と運用の研究－』（以  
下『綜説』と略記する）を出版。翌1950年には早稲田大学教育学部講師図書館学担当に着任。  
1957年1月27日脳溢血のため死去。享年69。   
毛利の知名度は決して高くはないが、毛利をめぐる論争が起こったため近年は脚光を浴び  
つつある。それは日本近代文学・書誌学専攻の谷沢永一が「書誌学と図書館学」で毛利が著  
した『綜説』を取り上げ次のように批判をしたことに始まる。  
そもそも図書館学とは何を研究する分野なのか。毛利の『綜説』の目次を通覧するに、  
狙いはたったひとつのようである。（中略）まず、図書館学の学としての新生面として、  
図書館学は、筆者または印刷された記録類の、鑑識、蒐集、整理、保管、及び利用の、  
知識と練達である。なんとまあ、それがすなわち書誌学ではないか。無理に担ねあげた  
外面（そとづら）だけの名目である。次には図書館の種類と利用、いずれも常識である。  
もっと進んで、建設、経費、事務、養成、器具、註文、受入、分類、排列、目録、カー  
ド、すべてビジネスであって学ではない（11）。  
谷沢は『綜説』の内容から、書誌学の領域と重複する部分は図書館学としてのオリジナリ  
ティがなく、その他の図書館を運営する上での実務的な内容に関しては「すべてビジネスで  
あって学ではない」と切り捨てている。毛利が重視していた「参考事務」（今日のレファレ  
ンスサービスを指す）も「すでに蒐集してある参考図書を利用せよ。いともお手軽に、電話  
番号案内の真似をすればよい。毛利宮彦はよほどの楽天家である。出版された辞書も年鑑も  
データ 統計も研究史も、すべては過去の情報であり、今日明日の研究に指針とならない（12）」と否定  
をしている。   
それに対して二川幸広は『図書館雑誌』で谷沢の反論を発表している。毛利の『綜説』に  
ついて二川は「戦後の図書館学の原点は「一から作り直したものである」でなく、思えば遠  
く1915年の留学に始まる30年以上にわたる継続的な研究成果によるものである。換言すれば、  
敗戦により一朝一夕に成る書ではなく、筆者畢生の書であった（13）」と高く評価をしている（11）。  
二川は「アメリカ思想の移入を大きく大正期と戦後占領期の二派あると考えれば、図書館史  
の研究が大正期を起点とするよりも、戦後占領期の影響を重視する立場から、戦後を起点と  
して研究する傾向が一般的に見られる。そのために現在の図書館史研究の分野においても図  
書館学の創成に大きく関わった毛利宮彦（1887－1957）氏の功績があまり高く評価されな  
いのは残念なことである（15）」と、毛利が評価されていない理由を分析している。二川の論文  
により毛利の知名度は若干向上する。   
次に『綜説』の内容を紹介する。以下目次を示す。  
第1章 序論  
第2章 図書館総論  
第3章 図書整理論  
策1節 図書の選択  
第4章 図書運用論   
第1節 参考事務の組織と実際   
（中略）  
参考図書の選択  
（中略）  
第3節 巡回文庫と家庭文庫  
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（中略）  
図書の選択   
（中略）  
図書館各論  
第5章 学校図書館の整備   
第1節 図書の整理  
図書の選択  
図書選択の標準  
図書選択の実際  
図書選択の資料   
（中略）  
（ママ） 第6章 児童・都市・地方公共園書館   
第1節 児童図書館   
（中略）  
児童図書の選択  
図書選択の標準  
（中略）  
第3節 地方公共図書館の経営  
（中略）   
図書の選択、受入、目録   
最初に総論として図書館の管理運営、図書整理法に言及している。第5章以下は学校図書  
館、児童図書館、都市図書館、地方公共図書館についての各論を展開している。実践的な内  
容で終始されており、毛利のアメリカ留学で得た知識の集大成といえる。その中でも選書は  
重要視されている。総論で一節を割いており、各論でも立項されている。毛利以前にはここ  
まで選書について言及されている図書館学書は例がなく、その点でも画期的な書籍であった。  
次節では毛利の選書論を検討する。   
2・3・2『図書館学綜説一図書の整理と運用の研究－』の選書論   
『図書館学綜説』は図書館学の概説書として執筆されており、図書館実務の概説書ではな  
いという点に大きな特色がある。随って一般の図書館実務の手引き書等よりは専門用語が頻  
出しており、学術的な内容のものとなっている。   
毛利の選書論を以下引用する。  
選択は利用を離れては無意味であるから、  公共図書館としては公衆の希望と須要とが、  
まず以て選択の目的となることは、きわめて当然とするであろう。よって図書館はかか  
る目的をもって、図書を選択購入するのであるが、この公衆の希望と須要ということは、  
その意味において異ることを忘れてはならない。即ち前者は公衆の読みたがる本であり、  
後者は公衆に読ますべき書であって、その一を偏重して他を軽視するということは出来  
ない。また公衆の読みたがる書、必ずしも小説物語の類で、図書館が読ますべき書、多  
くは専門の学術書であるというわけでもない。というのは、現代の公共図書館としての  
真の面目は、決して唯一単純なものではなく  概括的にいえば学術的実際的及び娯楽的  
の、少くもこの三つの重大な立場にあって、  知識の指導と、実用の利便と趣味品性の向   
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上を、それぞれ誘導実現するにあるからである。従って公衆の希望といい、須要という  
のも、それはおのおのの属する分野の区別ではなくて、小説にもせよ学術書にもせよ、  
各著作についての、個々の優劣の識別ということでなければならない。（p．124）  
下線部に注目すると、市民に利用されない本は受け入れても仕方がないと解釈することが  
できよう。また「公衆の須要と希望」とを分けて考えており、この考え方は従来の図書館学  
書にはみられない記述である。また波線部は市民が読みたいものは決して小説とは限らず、  
図書館が読ませたい図書は学術書ばかりとは限らず、図書館の目的は「知識の指導と、実用  
の利便と趣味品性の向上を、それぞれ誘導実現」させるのが目的であると述べている。   
以下毛利は、1．小説その他の文学書、2．思想問題に関する図書、3．時事問題に関す  
る図書、4．複本、予約出版、その他、5．郷土誌料の集成の5種類の図書についての選択  
上の問題を解説している。そのなかで複本について毛利は次のように述べている。  
読者の利用ということを主な目的とする公共図書館にあっても、最も厳重な注意を以て  
なすべきことは無論であろう。何となれば同一図書の重複収容は、ある意味では蔵書構  
成の価値を制限するものであるからである。（p．132）  
昨今は複本購入が問題となっているが、毛利の考えは積極的に複本購入を行うべきではな  
いというものであった。   
毛利の選書論も市民が利用しない図書は受け入れるべきではないというのが基本原則とし  
てあり、しかし市民の読みたがる図書のみを受け入れるのもまた問題であるという認識であ  
った。  
2．4 今沢慈海『改訂増補版 図書館経営の理論及実際』（風間書房、1949）  
2．4．1『改訂増補版 図書館経営の理論及実際』について  
今沢慈海の略歴については拙稿でも触れたので16）、詳細はそちらに譲る。『改訂増補版図  
書館経営の理論及実際』は版表示が示すとおり、1926年9月に叢文閣から刊行された『図  
書館経営の理論及実際』の改訂増補版である。元来は今沢が1924年から講師を務めた文部  
省図書館員教習所のテキストであった（17） 。24年後に改訂増補版が刊行された経緯は、自身  
の「再版序」によれば「従来知人又は書砕からの悠憑一再にしてやまなかったが、よい加減  
な小刀細工を好まずその都度ことはって来た。然るに過般日本出版協会総務課長鈴木剛男君  
が風間書房主を伴って来訪、懇懇懲勧兼ねて小生の老後を飾りたいとの誠意を披渡された。  
では改訂増補一切の面倒を引受けてくれるなら貴意に重かせると快諾した」という経緯があ  
っての再版であった。   
それでは目次を示したい。  
序  
第一章 総論  
第二章 図書館の創立  
第三章 図書館の経費  
第四章 図書館の建築  
第五章 図書館備品或は器具  
第六章 図書館の職員  
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第七草 図書の選択  
第一節 図書選択上の一般的注意  
第二節 図書館に於て小説の閲覧率の高き所以  
第三節 図書の選択者  
第四節 購入準備のため選択図書目録の重複調査  
第五節 図書選択上の参考書  
第八章 図書の註文及受入  
第九章 図書目録  
第十章 分類法  
第十一章  
第十二章  
第十三章  
第十四章  
第十五章  
第十六章   
第十四節  
図書の排列  
図書の整頓  
図書出納法（図書閲覧法）  
分館及配本所  
巡廻文庫  
児童図書館   
児童用良書及其選択  
第十七章 図書館と学校との連絡  
第十八章 読書趣味の滴養  
第十九章 町村図書館  
第二十章 統計及報告  
第二十一章 図書館衛生   
目次からもわかるように、当時の図書館学の範囲を満遍なく網羅しており、概説書として  
もまた図書館実務の手引き書としても活用できるものである。本文656pという厚さ以上の  
内容の書物である。   
選書論にかぎれば第7章を費やしてふれており、内容も明治・大正期のものに比べれば体  
系的に選書が述べられていることがわかる。次節では今沢の選書論を検討していきたい。   
2．4．2 『改訂増補版 図書館経営の理論及実際』の選書論  
今沢は選書の一般的注意として次の16項目を設定している。   
1．自己の管理せる図書館が如何なる種類の図書館なるかを十分に自覚すること  
2．図書館所在地の状況及閲覧者の読書力を察すること  
3・公衆の希望と必要（希望なくとも奨励すべき図書）とに留意し、常に其指導者を以  
て任じ、其盲従者随伴者とならざること  
4．図書の閲覧率を参考すべきこと  
5．公平にして自己の習熟に泥まざること  
6・新設図書館に在りては、基本図書の選択に細心の注意を払ふべきこと、及当年刊行   
の図書の為に基本図書を閑却せず、常に基本図書の為に図書費の一部を割くべきこと  
7．現実の利用なくとも、古今に捗りて永久的価値ある図書を備附くること  
8・積極的に有益価値ある図書を採るべく、単に害毒なきのみにては購入の理由と為す   
に足らざること  
9．叢書類は各冊とも特別の価値あるにあらざれば必ずしも取揃へざること  
10．宗派に関する図書は代表的のものに止むること  
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11．医書法律等の如き専門図書は一般的のものを採ること   
12．巳むを得ざる場合の外、五号活字以下の出版物、又は極めて小形の縮刷本を避くべ  
きこと   
13．価格の低廉のみを主眼とすべからざること   
14．普通並に高等程度の学校附属図書館に於ては、共学校が如何なる種類のものなるを  
間はず、先づ人を造るの方針に基き、専門書以外広く修養（広義）に関する図書を備  
附くべきこと   
15．郷土関係誌料を蒐集すべきこと   
16．小説の選択に就きては十分に注意し、軽々に取捨せざること   
特に筆者が注目するのは、1と3である。今沢の選書論はこれらの項目の解説に如実に表  
れている。まず、1の解説を引用する。  
（一）自己の管理せる図書館が如何なる種類の図書館なるかを十分に自覚すること  
参考図書館には主として高尚なる参考書を、普通図書館には普通図書を備附くべきこ  
と自明の理なり。然るに図書館経営者は往々此自明の理を弁へず、普通図書館にして高  
尚専門の参考書を購入し、貴重なる図書費の大部分を之に割くが如きは大なる見当違な  
り。普通図書館に在りては、高尚専門の図書よりも、寧ろ社会多数の需要に応ずべき通  
俗良書を選択し、其活用を図るべきなり。（p．130－131）  
図書館の種類によって購入する図書の質を変えていかなければならないと今沢は主張して  
いる。市民が利用する図書館に学術書のみを購入しても利用されないのは自明の理である。  
利用者の要求に応ずるような図書を購入しなければならないと今沢は述べている。次に3を  
引用する。  
（三）公衆の希望と必要（希望なくとも奨励すべき図書）とに留意し、常に其指導者を  
以て任じ、其盲従者随伴者とならざること  
前者は之を知ること容易なれども、後者は屡等閑視せらる。例へば、或修養書或科学  
書の如きは絶えず読衆より希望せらるゝも、此等の図書と並びて一般事項の研究に必要  
欠くべからざる或事彙、字書、年鑑類が希望せられざる事あり（其内容を知らざる為、  
或は其利用法を知らざる為）。然れど、此等は図書館より積極的に各人に奨励し、其利  
用に便ぜざるべからざるが如し。此希望と必要との二者は何れ劣らず重要にして、其何  
れをも等閑視すべからず。故に公衆の要求を以て無価値なるものとして、或は誤りたる  
ものとして之を不問に附し、単に読書力読書趣味の増進と云ふことのみに着眼して図書  
を選択せんか、仮令其選択が骨折苦心の結果なりとも、此等の図書中には読者に顧みら  
れざるもの多かるべきなり。随ひて、図書の機能を果さゞるものとなり了るべし。併し  
他面に於て、若し其選択が、公衆の直接現在的希望要求のみに重きを置きて為さるゝな  
らば、其図書館長は其図書館の標準を低下することゝなる。故に普通図書館に於ける図  
書の選択法は、前記二点の中間を行くを以て最善の方法とす。即ち常に読衆の指導者を  
以て任じ、其盲従者随伴者たらざるやう力めざるべからず。（p．131－132）   
図書館は市民の需要に応じて図書を選書しなければならないが、図書館として市民に利用  
してもらいたい図書もまた選書しなければならない。市民の需要を満たすだけの選書を行っ  
ていると蔵書構成として質が低いものになってしまう。以上のように今沢は指摘し、図書館  
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は市民の需要の「盲従者随伴者」ではなく、「指導者」として努めるようにしなければなら  
ないと主張している。今日の公共図書館は市民の需要を最も重視しているが、今沢の選書論  
はそれとはまた異なるものであった。価値論と要求論の折衷を主張しているのである。  
2．5 竹林熊彦『図書の選択一理論と実際－』（蘭書房、新日本図書館学叢書、1955）  
2．5．1内容紹介と著者について  
竹林熊彦は、大正・昭和初期に活躍した図書館司書、図書館学者である。1960年に死去  
しているが、その直後から竹林の経歴や業績をまとめて顕彰する動きはあり、研究を行う上  
で格好の資料となっている（18）。以下、先行研究に依拠しながら、竹林の生涯を年表風にまと  
めてみる。  
1888年2月13日 千葉県東葛飾郡国府台村（現・市川市）に、陸軍軍人竹林卓爾の三男と  
して生まれる。  
1900年  東京の私立明治義会中学校入学。  
1905年  同校卒業。  
1907年4月  同志社専門学校文学科入学。  
1910年3月  同校卒業。  
1910年9月  京都帝国大学文科大学史学科専科（西洋史専攻）入学。  
1910年10月  京都YMCA英語学校講師。  
1913年6月  京都YMCA英語学校講師辞職。  
1913年7月  京都帝国大学文科大学史学科専科（西洋史専攻）修了。  
1913年9月  ハワイに渡航、日系紙『日布時事』記者。『布畦家庭雑誌』編集主幹。  
『大阪毎日新聞』特設通信員。  
1915年7月  帰国。  
1915年9月  京都帝国大学文科大学史学科専科（最近世史専攻）入学。京大在学中  
（1910～1913・1915～1916）、内田銀蔵（国史学）に師事。  
1916年6月  京都予備学校講師。  
1916年9月  京都帝国大学附属図書館嘱託。新村出（言語学）に師事。  
1916年9月  京都帝国大学文科大学史学科専科（最近世史専攻）修了。  
1917年3月  京都帝国大学文科大学教授内田銀蔵の私設助手になる。  
1919年8月  内田銀蔵死去。享年48。  
1919年9月  同志社大学予科教授。その後、同大学学監、同志社女子専門学校講師、  
同志社中学校講師を兼任。  
1925年3月  京都帝国大学付属図書館嘱託、同志社大学予科教授辞職。  
1925年6月  九州帝国大学附属図書館司書官着任。  
1935～1937年 「明治時代に於ける図書館の歴史的研究」で帝国学士院から研究助成金  
を受ける。  
1939年10月  京都帝国大学附属図書館司書官署任。図書館長本庄栄治郎（日本経済史）  
と確執があったという。  
1942年7月  図書館長本庄栄治郎辞職。大阪商科大学学長（現・大阪市立大学）着任。  
1942年8月  京都帝国大学附属図書館司書官辞職。後に関西学院大学図書館司書。関  
西学院中等部講師を兼任。  
1946年11月  日本図書館研究会の創立に参加。  
－41－   
山形県立米沢女子短期大学紀要 第45号  
死去までの間、京都大学、九州大学、香川大学、三重大学、高知大学、  
天理大学での文部省図書館専門職貞義成講習講師を務める。また、京都  
女子大学、同志社大学、大阪女子大学での図書館学・西洋史学での非常  
勤講師を務める。  
1960年10月28日 舌癌で死去。享年73。   
竹林の専門は、図書館学と西洋史学である。図書館学では主に図書館史を専攻した。速筆  
であり、多作であった。著作は共著も含めて十数冊、論文・評論は200篇を超えるという。   
『図書の選択一理論と実際－』は選書論に特化した図書館学の学術書であるが、それ以前  
は、戦前に山口県中央図書館が編集した『通俗図書館図書選択法』（山口県中央図書館、1937）  
という43pの小冊子があり、管見ではこれが囁矢である。次いで弥吉光永が「東方国民文庫」  
第21篇として日満文化協会から出版した『図書の選択と整理法』（1940）がある。こちらは  
230pであり、本格的な選書論の出版は弥吉をもってはじまるといえよう。その後も弥吉は  
改訂を続け、1950年に「図書館実務叢書」第2として『図書の選択』（理想社）、更に1961  
年には『新稿 図書の選択』を出版。1967年には『図書の選択』（日本図書館協会）を編集し  
ている。学校図書館に特化した選書論の専門書は、1953年に「学校図書館学叢書」第4集  
として発刊された図書館教育研究会編『学校図書館資料の選択』（学芸図書）がもっとも早  
いと思われる。   
『図書の選択一理論と実際－』は、1955年6月に東京の蘭書房から発行されており、選  
書論の専門書としては弥富に次いで早い。「新日本図書館学叢書」の一冊として刊行されて  
おり、竹林は他にも単著で『図書館の対外活動』、編著で『特殊図書館』を出版している。本  
書は竹林が「天理大学・天理短期大学の教壇で、また各地の大学で開かれた、図書館専門職  
員養成講習で講述したところを基とし、これを取捨して一本に纏めたものである」（「まえが  
き」p．3）という。竹林晩年の作品である。次に本書の目次を紹介する。煩雑になるので章  
のみとする。  
序説 図書選択の予備的条件   
Ⅰ 図書選択の基本的要件  
Ⅱ 図書選択の要素  
Ⅲ 図書選択の組織  
Ⅳ 図書選択の中心問題  
Ⅴ 図書館の種類と図書の選択  
Ⅵ 図書の評価による図書の選択  
Ⅶ 伝記書を選択するときの知識  
Ⅶ 図書の淘汰と蔵書の更改  
Ⅸ 図書選択者の資格・能力・特性   
次節では内容に入っていきたい。  
2．5．2 『図書の選択一理論と実際－』の選書論  
図書館資料の選書論に一冊を費やしているためその記述は詳細を究めている。それらを逐  
一引用して検討を行うのは煩墳になるので、本稿では、竹林の選書論の核と思われる部分を  
以下に示す。  
（1）その図書館の所在する地域社会において、どんな主題の図書が要求されているか  
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を知り、   
（2）その主題に関して、どんな種類の書物が出版されているかということに通ずると  
ともに、   
（3）そのうちどの書物が要求され、読まれ、利用されるであろうかと推定し、   
（4）これに投ずる費用を考勘して、各種の図書を選択する。（p．43）  
図書館員は利用者のニーズを知り、それに沿って予算等も勘案しながら選書を行うべきだ  
と竹林は主張しており、要求論を前提にして選書を行うべきであると解釈できる。竹林は次  
のように続けている。  
普通の公共図書館において、まったく読まれない書物、利用されない図書は、それがど  
んなに良書と見なされようと、地域社会にとっては、無用の長物といわれないにしても、  
役に立たない召使と大差はなかろう。賢い図書の選択は、現在あるいは将来において、  
その書物が読まれ、利用され、有用であることによって確認される。（p．43）   
竹林の選書思想は下線部を付した一文に如実に表れている。   
また竹林は「良書」と「最もよい読みもの」は別であるとも主張している。  
（5）図書の選択は、積極的に利用されるものを目標とすべきである。図書はただ良い  
というだけでは充分ではない。「良書」（goodbooks）と「最もよい読みもの」（bestreading）  
とは、別である。何の目的に、誰のために、良いかを考慮しなければならない。重ね  
ていうが、読者に奉仕するのは図書なのである。それが害をなさないという意味で、  
「最もよい読みもの」であるならば、さらにその有用性を問題とすべきである。（p．79）  
従来の選書論では積極的に受け入れるべきではないとされていた時事関係の図書について  
も竹林は排除すべきではないと述べている。  
時事問題に関する図書は、一時的生命のものであって、あるいは価値の低いものである   
かも知れないが、新鮮味をもつという意味の評価が与えられるであろう。（p．79）  
また、小説も同様であるとしている。  
（9）小説は、現代においては、創作芸術の形式として、最も支配的な位置を占めてい  
る。小説はレクリエーションの資料として価値をもつばかりでなく、教育的価値をも  
つものである。図書館の種類により、図書選択の基準に適合するならば、進んでこれ  
を蔵書のうちに加えるべきである。（p．81）  
下線部を付した一文に着目すると、小説といえども価値を持つ書物であり、進んで受け入  
れるべきであるとしている。   
このように竹林の選書論は、毛利や今沢のような価値論と要求論との折衷に苦慮していた  
考えとは対称的に、価値論の思想はほとんど姿を見せておらず、要求論の主張が全面に出さ  
れたものになっている。竹林は新しい選書論の考えをここで披露しているといえるのではな  
いだろうか。  
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3．児童図書の選書論  
3．1林靖－『図書の整理と利用法』（大阪屋号書店、1925）  
林は児童図書の選書について「児童図書の選択は其の内容、外形共に大人向のそれに比し  
て一層詳細にして行届いた注意を必要とする」（p．356）と冒頭に書いており、児童図書は  
一般図書よりも細心の考慮を払って選択しなければならない存在であるとしている。   
林は「形式的条件」と「内容的条件」に分けて選書論を展開しているが、本稿では後者を  
中心に見ていく。林が具体的に挙げている内容的条件とは次の三点である。   
1．為になるもの   
2．面白いものや興味的なもの   
3．芸術的なもの   
このうち「為になるもの」とそれに反する図書とは次のようなものであるという。  
即ち利用価値の多いものである。之を更に換言すれば教育的であり、社会的であり、実  
際的であり、教訓的であり其他何とでも如何様にも申されやうが、児童の実生活に実際  
的智裁と高尚なる趣味を与ふるものを云ふ。  
之に反した内容の低級、卑俗、駄酒落、醇化されない趣味、不正確、不統一、無秩序、  
（ママ）（ママ）  
不明瞭なもの、浮華軽銚、惨忍、惨酷、殺生蕪雑、悲哀、恋愛、過激思想、悪思想、不  
道徳、非教訓、悪戯的なものや、内容の複雑なものは即ちよくないものだとも云はれる。   
（p．362－363）  
「恋愛」も児童図書には禁物なのである。今日では初恋ものなどは児童図書の定番である  
が、当時としては禁忌であった。   
また林は「面白いものや興味的なもの」として、「単に子供の興味をそゝるもの、架空的  
で想像に富んだもの、冒険、怪奇的、勇ましいもの、情動的なもの乃至ロマンチックなもの  
があり、次いでは笑ふ程度の面白味のものとしては滑稽、ユーモア一に富んだもの」（p．365）  
があり、子供はこういったものに好んで興味を向けるという。しかし単純に児童の興味をそ  
そるだけではだめだとしている。  
ところが徒に児童の要求に迎合せんが為めに強ひて之を面白く興味化しやうとする結果、  
児童読み物本来の重大なる使命を没却して平然としてゐるものが少くない。即ち選択者  
は常に此の点に細心なる眼を注ぐべきであり（後略）（p．365）  
「児童読み物本来の重大なる使命」とは「1．為になるもの」で林が言及している「児童  
の実生活に実際的智識と高尚なる趣味を与ふる」ということであろう。この点が抜けていれ  
ば児童図書として図書館に受け入れる必要がない、と主張している。林は「為になる」児童  
図書以外は図書館には不必要と考えていたのである。ここで注意しなければならないのは、  
一般向けでは利用者の希望を必ずしも排除しなければならないとは言っていないが、児童図  
書では児童の希望を聞くという事が全く触れていない。児童の意見などは聞く必要がないと  
林は認識していたと思われる。  
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3．2 乙部泉三郎『図書館の実際的経営』（東洋図書、1939）  
乙部の児童図書の選書論を検討する。  
児童書は徒に児童の心を刺戟する様なものを避けねばならぬ。児童が好むからと云って  
漫画などを集むべきものではない。  漫画の様なものばかり見てゐる子供は普通のものを  
好まなくなるのではないか。  出版年が古いからと云ってもよいものはよいのである。新   
刊書ばかりを集める事は注意せねばならぬ。（p．258）  
一般書の選書では利用者の意向の事も言及されていたが、児童図書の選書では利用者＝児  
童・生徒のことは全く登場しない。漫画については全否定をしている。児童書は子供たちの  
意向は完全に無視し、図書館が「良書」を選書して与えるべきであるという認識がかなり弓重  
い。一般書の選書とは対称的である。   
3・3 毛利宮彦『図書館学綜説一図書の整理と運用の研究－』（同学社、1949）  
学校図書館の選書について毛利は次のように書いている。  
学校図書館としては、その本質上からはあくまでも、教育的見地から検討されねばなら   
ないのである。それにはまず、教科書その他諸教材、および学習指導法との関連を、最   
もよく重んずること、各種類の図書の間に、各教科の学習に役立つよう、適当な比率を   
保たせることなどが、留意されねばならぬ。（p．304）  
学校図書館とは「教育的見地から検討」されねばならないのであり、この点が大きく一般  
の図書館とは性格を異にしている。利用者である児童・生徒の意見を聴取して選書にあたる  
べきであるとは毛利はまったく書いていない。   
3・4 今沢慈海『改訂増補版 図書館経営の理論及実際』（風間書房、1949）  
今沢は「児童が如何なる図書を好愛するかの事実と、其心理的根拠」（p．527－528）とを  
知った上で、児童図書の良書の条件を以下のように挙げている。  
（イ）全体として児童が好愛し、  児童の心性を適当に助長発展せしむるに足るものなる  
こと。  
（ロ）上品にして不必要なる粗野、乱暴を以て、満されざること。  
（ハ）健全にして誤れる人生観を有せざるものなること。  
（ニ）わざとらしからず自然的なること（超自然の場合は別）  
（ホ）簡撲にして虚飾なきこと。  
（へ）文学価値あり、且解し易きこと。  
（ト）野蛮時代に於ける如き、人類の苦痛に対する無情を描けるものならざること。  
（チ）終始統一ありて余りに極端法外ならざるものなること。  
（リ）意味的確、描写の緊張し且敏活なること。  
（ヌ）児童の心中に永く保持さるべき価値あるものなること。（p．528）  
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やはり児童図書であるので、児童の趣味噂好を知った上と断ってはいるものの、教育的な  
内容のものが多くを占めている。ただし今択は「児童が本能的に嫌悪するものは、総ゆる機  
会を捕へてお説法を試みんとする図書なり」（p．528）と記しており、その選書論の根底には、  
教育的に質の高い内容の書物であっても児童の心とは離れた図書は選ぶべきではないと記し  
ている。次にみる竹林を除いて、今沢以外の論者は児童の趣味噂好の事についてまったくふ  
れておらず、これが異なっている点である。  
3．5 竹林熊彦『図書の選択一理論と実際－』（蘭書房、新日本図書館学叢書、1955）  
一般の公共図書館では、竹林の選書論は要求論に根ざしたものであったが、学校図書館の  
選書ではどのように述べているのであろうか。  
学校図書館は、どんな図書を選択して購入したらよいか。この間題を解決するために、  
学校長と図書館の職員一司書教諭－とは、どんな図書が学校図書館に必要であるかを、  
広く、深く研究しなければならない。（p．112）  
選書する主体は学校長と司書教諭であるというのである。それでは学校図書館の主な利用  
者である児童・生徒は選書にどのように関与してくるのであろうか。  
図書の選択には図書選定委員会をつくり、児童生徒の意見も容れたらよい。但し断って   
おくが、児童生徒の意見を求めるということは、児童生徒が図書の選定に参与（pa血cipate）  
するものではない。図書選択の権威は、児童・生徒に存在するわけではない。彼等の勧  
奨（recommendation）を聴く意味である。（p．113）  
選書主体はあくまで教師が行うべきであるという。それでは具体的にどのような図書を受  
け入れた方が良いと竹林は述べているのであろうか。以下その概略を纏めてみる。   
（1）学校のカリキュラムに直接関係のある図書、参考用の図書をまず選択すべきであ  
る。   
（2）教師の指導による学習に関係ある図書だけでなく、児童・生徒の予習・復習・ク  
ラブ活動・学校行事に関係する資料を供給しなければならない。   
（3）児童・生徒の観察力を養い、また観察の習慣を養う図書を選ばなければならない。   
（4）世界的文学と呼ばれているものも備えなければならない。   
（5）歴史書については学校で教える科目の全時期にわたって網羅すべきである。   
（6）あらゆる方面にわたる伝記書は豊富に供給されねばならない。  
（7）農工商業、その他職業に関係する図書。   
（8）児童・生徒の才能と技術を助長する図書。音楽・美術・体育・スポーツ関係図書。   
（9）内容が正確かつ健全で、文章の調子の高いもの、力がこもったもの、読みやすく、  
そして語彙の豊かなもの。  
（10）装丁が美しく、紙質も良く、印刷の鮮明な図書。（p．114－115を纏めた）   
竹林の並べた10箇条は、いずれも学校教育に関係してくるものばかりであり、例えば今  
日の学校図書錦のように、児童・生徒に読まれているものを中心に揃え足を運ばせるように  
する発想は微塵も感じられない。学校図書館では教師が価値あるものを揃えて－一応児童・  
生徒の意見は聞いた方が良いとされているが一児童・生徒に閲覧させるというのが竹林の考  
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えであったのである。  
おわりに  
昭和初期に刊行された図書館学書から選書論をみてきた。今日では、利用者の要求する図  
書は予算の許す限り購入するという要求論が公共図書館の選書論の主流である。昭和初期に  
刊行された図書館学書には、一般書については利用者の意見を取り入れつつも、図書館とし  
て市民に「読ませたい」図書も購入するという価値論と要求論の折衷した考えがどの著作に  
も善かれていた。但し、著者によってそのスタンスは幅があるということも指摘しておきた  
い。林靖一は政府の検閲だけでは漏れてしまう図書も存在するので、図書館員が「公安、秩  
序を破り、良俗を素す類の」図書に注意しなければならないとしている。それに対して乙部  
泉三郎は「図書館が積極的に書物を貸出し」と主張しており、今日の貸し出しサービスを中  
心とする公共図書館像と相通ずる意見を述べている。1955年に刊行された著作で竹林熊彦  
は要求論を全面に主張しており、正に百花繚乱である。   
昭和初期、図書館は「良書」を市民に押しつけていたというイメージが一般にあるが、図  
書館の実態は別として、図書館学書にはそのように主張しているものは皆無であった。   
児童書については一般書とは大きく異なり、児童・生徒の意向を聞くべきであると言及し  
ているのは竹林のみであった。その竹林も「児童生徒が図書の選定に参与（participate）す  
るものではない」と釘を刺しており、学校図書館では、あくまで学校長・司書教諭が中心と  
なって選書を行うべきであると主張している。この点、今日の学校図書館の認識とは大きく  
異なっている。   
筆者は明治・大正・昭和初期に刊行された図書館学書から選書論を採りあげて検討を行っ  
てきたが、従来指摘されていたような価値論一辺倒の選書論ではなく、要求論と如何に折衷  
させて、よりよい選書ができるのか模索されていたことが明らかになった。図書館史、図書  
館学史の研究は私見では明治・大正・昭和初期はかなり不十分であると認識している。今後  
は選書論に限らず、戦前の図書館学研究と図書館の実態を実証的に解明していくことが必要  
とされている。  
（1）新藤透「明治期刊行の図書館学専門書にみられる選書論について」（『図書館綜合研究』8、   
図書館綜合研究会、2009．8）  
（2）新藤透「大正期刊行の図書館学専門書にみられる選書論について」（『米沢国語国文』38、   
山形県立米沢女子短期大学国語国文学会、2009．11）  
（3）この章については、武居権内『日本図書館学史序説』第2版（早川図書、1976）p．184－  
192、日本図書館情報学会用語辞典編集委員全編『図書館情報学用語辞典』第3版（丸善、   
2007）p．184の「図書館令」の項を参考にした。  
（4）永山時英「思想善導と図書館」（『図書館雑誌』113、日本図書館協会、1929．4）  
（S）小林昌樹「今によみがえる林靖一（1894－1955）一日本における開架の本当の始祖」（『文   
献継承』11、金沢文圃閣、2008．2）、小林昌樹「外地で活躍した図書館人・林靖一一略伝   
と著作一覧－」（『参考書誌研究』69、国立国会図書館、2008．10）。  
r6）叶沢清介「乙部泉三郎一長野の図書館の歴史を切り拓いた人」（『図書館雑誌』77－7、日   
本図書館協会、1983．7）を参考にした。  
（7）注（6）叶沢論文p．427－428  
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く8）近代日本社会運動史人物大事典編集委員会編『近代日本社会運動史人物大事典』1（日外   
アソシエーツ、1997）p．799  
（9）貸し出しサービスは1970年刊行の日本図書館協会編『市民の図書館』（日本図書館協会）   
によって打ち出された基本方針であるとされてきたが、個人としては乙部のような図書館   
員も戦前に存在していたわけであり、図書館学史としては乙部の図書館思想をより深く研   
究する必要性があろう。乙部を研究するにあたっての参考文献として、追悼集の乙部泉三   
郎先生追悼集編集委員全編『いずみ 乙部泉三郎先生遺稿と追想』（乙部泉三郎先生追悼   
集編集委員会、1978）、乙部旧蔵善が県立長野図書館に寄贈された際に作成された冊子目   
録の県立長野図書館編『乙部泉三郎氏旧蔵図書目録』（県立長野図書館、1982）がある。  
（－0）以下、中村初雄「毛利宮彦先生のことども」（『図書館雑誌』5ト3、日本図書館協会、1957．3）、   
中西裕「図書館学者毛利宮彦の洋行」（『学苑』792、昭和女子大学近代文化研究所、2006．10）   
を参考にした。  
（11）谷沢永一 「書誌学と図書館学」（『いずみ通信』33、和泉書院、2005．11）p．7  
（12）注（11）谷沢論文p．7  
（13）二川幸広「図書館学の創設期における毛利宮彦氏の事績について」（『図書館雑誌』100－   
3、日本図書館協会、2006．3）p．171  
（14）私見によれば、谷沢の図書館学批判の真意は書誌学者・漢文学者長沢規矩也の「書誌学   
と図書学と図書館学」（『長澤規矩也著作集』4）の引用部分にあるといってよい。長沢は  
「私は、図書館学といふ学問は－といはうか、科学といはうか一としては成立する筈がな   
いと思ふ。図書館といふ機関の下に学といふ文字を加へても、科学にはなるまい。（中略）   
これらは運営法か経営法かであって、せいぜい運営論・経営論に止まる。図書館学は、所   
詮は旅館学・ホテル学の一連であって、学者の列に入れない人々の夢にしかならないと信   
ずる（中略）経営学は成立する。しかし之を応用して、学校や図書館の経営をする方法は、   
法であり、術であり、せいぜい論である」と図書館学研究の不備を指摘している。引用し   
たということは谷沢も同意見であるのだろう。二川の反論はこの箇所に関しては触れてお   
らず、核心を突く批判とはなりえていないように思われる。  
‖5）注（13）二川論文p．171  
（】6）注（2）新藤論文参照  
（17）「序」で今沢は「公務の余暇を惜しんで書き蓄へたものが、即ち本書である」（p．2）と述   
べている。  
（18）『同志社大学図書館学年報』6（同志社大学図書館、1980．6）は青木次彦、加藤参郎によ   
る詳細な年譜に加えて、図書館史専攻の岩猿敏生が竹林熊彦の図書館学研究を解説してい   
る。そのほかにも日本図書館協会から「復刻図書館学古典資料集」として1979年に復刊   
された『日本近世文庫史』に石井敦は竹林の生涯と研究について「竹林熊彦と「近世日本   
文庫史」」としてまとめている。竹林の生涯は広庭基介「図書館史の開拓と基礎づくりに   
半生を捧げた人一竹林熊彦」（『図書館雑誌』76－11、日本図書館協会、1982．11）で簡潔   
にまとめている。他にも竹林を扱った論考は多数発表されている。  
【付記】  
本稿は、平成21年度山形県立米沢女子短期大学附属生活文化研究所共同研究「山形県内の  
高校図書館におけるマンガ・ケ一夕イ小説の所蔵に関する基礎的研究」（新藤透研究代表）  
の研究成果の一部を論文化したものである。  
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